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Summary. 一般的なプレゼンテーションシーンでは，発表者とスクリーンは個別のものとして配置され

る．その結果，聴衆は発表者とスクリーンという 2つの情報提示を受けねばならず，注意が分散しやすい．

また，スクリーンには常に情報が表示されているため，聴衆はスクリーンを注視し，発表者がプレゼンテー

ションの中心に存在するとは言い難い環境となっていた．そこで本稿では，発表者がスクリーン前に立つこ

とで発表者とスクリーンが一体となるスタイルをプレゼンテーションに導入する．これはいわば，黒板を

用いる教育現場において既に価値が認められてきた手法の，電子的なプレゼンテーション環境における再

建である．本システムにより，発表者は従来のプレゼンテーションでは伝えることが難しかったジェスチャ

や視線などのノンバーバルな情報を聴衆に伝えることができる．また，発表者を避けるよう動的にオブジェ

クトを配置することで，弊害となる遮蔽問題を解決した．さらに発表者のジェスチャとオブジェクトのアニ

メーションを対応付けることでスクリーンとのインタラクションを可能にし，発表者の表現をより効果的な

ものにすることができる．

1 はじめに

今日のプレゼンテーションはMicrosoft Power-
Pointなどで作成したスライドをスクリーンに投影
し，発表者がそのスライドを説明するスタイルがと

られている．発表者はスライドを見せながら説明す

ることで，口頭の説明だけでは伝わりにくい内容を

補足することができるが，聴衆にとっては発表者と

スクリーンという 2つの情報提示がなされており，
位置的にも個別に配置されるため，注意が分散し

やすい．特にスクリーンには常に情報が表示されて

いるために聴衆の注意が向きやすく，さらにはスク

リーンの動画中継やスライドデータの事前配布など

によって，発表者のジェスチャや視線などのノンバー

バルな情報がますます伝わりにくくなり，発表者が

プレゼンテーションの中心に存在するとは言い難い

環境になっている（図 1左）．
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そこで本稿では，発表者がスクリーン前に立つこ

とで，発表者とスクリーンが一体となったプレゼン

テーションスタイルを実現する（図 1右）．これに
より，発表者からの情報提示を一本化して聴衆の注

意を収束させ，従来のプレゼンテーションでは伝わ

りにくかったノンバーバルな情報を聴衆に伝えるこ

とができる．

また，発表者を避けるよう動的にオブジェクトを

配置することで，提案するプレゼンテーションスタ

イルにおいて弊害となる遮蔽問題を解決した．発表

者のジェスチャとオブジェクトのアニメーションを

対応付けることでスクリーンとのインタラクション

を可能にし，発表者の表現をより効果的なものにす

ることができる．

2 システム概要

本章では，提案するプレゼンテーションスタイル

について，その構成と機能を述べる．提案する構成

を図 2に示す．

図 2. システム構成
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2.1 遮蔽問題の解決

提案するプレゼンテーションスタイルでは，発表

者がスクリーンに映ったオブジェクトを隠してしま

う問題が発生する．そこで，Kinectによって発表者
を撮影して人の形状データを取得し，発表者によっ

て遮蔽されないように投影するオブジェクトを動的

に配置することで，遮蔽問題を解決する（図 3）．こ
れにより，発表者はスクリーンの前を自由に動くこ

とが可能となる．

図 3. オブジェクトの動的配置

2.2 ジェスチャによる操作

撮影した発表者のジェスチャはプレゼンテーショ

ンの操作に割り当てられる．例えば，発表者がオブ

ジェクトを指し示すと強調され，オブジェクトをス

クリーンから追い出すように手を振るとオブジェク

トが画面外にスライドアウトしたり，逆にオブジェ

クトのスライドインを受け止めたりすることができ

る．これらは発表者とスクリーンが近いという利点

を活かしたものであり，聴衆から見ても直感的でわ

かりやすい．この他にも，スクリーンをタッチパネ

ルに見立てたピンチ操作によるオブジェクトのズー

ムや，フェードイン・フェードアウトなどのアニメー

ション機能によって，発表者の表現をより効果的に

することができる．

3 関連研究

プレゼンテーション時の発表者のスキルを向上さ
せる研究として栗原らのプレゼン先生 [1]が挙げら
れる．これは発表時の発表者の行動を音声処理と画
像処理によって解析し，リアルタイムにフィードバッ
クを行えるシステムと，発表終了後にプレゼンの良
し悪しをグラフで可視化して反省を促すシステムか
ら成っている．
池田らは HMD を利用して，映像を背にしてス

テージ上を移動しても映像情報を提示する演者支援
を提案している [2]．福地は「魅せる」インタフェー
ス [3]にて，傍から見てそのインタフェースがどのよ
うに作用しているか把握できることが「ライブ感」

の向上に寄与すると結論づけており，第三者の視点
から有効なシステムについて，聴衆に余計な疑問を
与えず閲覧を邪魔しない，対象に対し直感的動作で
操作できる，操作の結果はすぐに視覚的に反映され
る，といった特徴が重要であると述べている．その
コンセプトに基づいたプレゼンテーションシステム
として，村田らの発表者の手元の操作を聴衆に伝え
るプレゼンテーションツールがあり [4]，操作を聴
衆に見せることでこれから何を話すのか，いつ話を
切り替えようとしているのか，といったノンバーバ
ルな情報を聴衆に伝えることを可能にしている．ま
た，山本らは大型スクリーンに聴衆，発表者，スラ
イドの全てを表示し，音声に対するうなずきや指示
棒デバイスによる身体的インタラクションが行える
プレゼンテーションシステムを提案している [5]．こ
のような身体的インタラクションは，聴衆が存在す
るプレゼンテーションという場において一体感を産
み出すためにも重要であると渡辺は述べている [6]．
ダイレクトタッチによる資料提示は，聴衆にとっ

て指先の目標を視認しやすいという評価がある [7]．
しかし一方で，操作者の腕が資料を遮蔽するという
問題が発生する．Brandlらは操作者の手の位置をマ
ルチタッチディスプレイへの接触面から推測し，遮
蔽領域に入らないようにメニューを動的配置するイ
ンタフェースを提案した [8]．逆に遮蔽を利用するア
プローチとして，栗原らは敢えて隠すパイメニュー
[9]を提案し，操作を聴衆に見せないように行うス
タイルをとった．

4 考察

本システムをエンタテインメントコンピューティン
グ 2011においてデモ及び登壇発表で使用した [10]．
見学者からは，「顔を覚えてもらう必要がある時に使
えそう」，「発表者の動きを感じられるプレゼンテー
ションは引き込まれる」などの意見が得られた．こ
れはどちらも，発表者がスクリーンと一体化したこ
とで実際に目と目が合ったり，有効なプレゼンテー
ションが行えることを表しているのではないと考え
ている．

実際にシステムを利用していた第一著者も，これ
まで行なってきたプレゼンテーションで最も聴衆に
注目されていると感じた．そして，実際に多くの人
と目を合わせることで，最も自らの意図を聴衆に伝
えることができたと感じた．一般にプレゼンテーショ
ンでは，聴衆とアイコンタクトを行うことが好まし
い所作とされる．無論第一著者も今まで行なってき
たプレゼンテーションにおいてそれを蔑ろにしてき
たつもりはなかったが，本プレゼンテーションスタ
イルによって，いかに聴衆を見ていなかったかを痛
感した．

また，「人が大切な時と，スライドの情報が大切な

時の住み分けが必要だ」，「会場やスクリーンのサイ

ズによっては発表者からのノンバーバル情報が聴衆

に届かない場合がある」といった意見も得られた．
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今後はこのような意見を踏まえ，発表者とスクリー

ンとのあり方，会場に対応したプレゼンテーション

スタイルの構築について検討していく．
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アピールチャート

未来ビジョン　-コンテンツに人を宿す-

今やプレゼンテーションは Twitterやニコ
ニコ生放送によって大きく変化し，発表者の目

の届かない場所で議論されるようになり，実

世界のプレゼンテーションとは違って聴衆の

理解に合わせた調整が行えなくなっている．そ

うやってアーカイブされていくプレゼンテー

ション動画の中で，発表者が自らの意図をより

正確に伝えるという意味でも，発表者の存在

自体をコンテンツに埋め込んで不可分のもの

にするとともに，表情やジェスチャといった表

現力豊かなノンバーバル情報をコンテンツに

組み込むことは有効であると考えられる．実

際に，提案システムによるプレゼンテーション

の記録動画は，ピクチャーインピクチャーで合

成した動画よりも遥かにインパクトが強く，感

情のこもったプレゼンテーションとして視聴で

きるので,是非参加者にも体験してもらいたい

と思っている. プレゼンテーションに限らず，
コンテンツは「人間による表現」であり，その

中心には表現者としての人間が必ず存在する．

今後，あらゆるコンテンツの中心に人間が帰っ

てくる日が来るはずである．


